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地域公共交通コーディネーター・
プロデューサー養成講座
最終回： 討論会

岡村敏之（東洋大学） ほか

2025年1月24日 ちょっとしたサマリー：プロデュース～地域公共交通に著しく欠けているもの

 ターゲットは明確か？
⇒ターゲットとは，単に「地区」や「人の属性」だけでなく，どんな生活を実現するか まで。
⇒結果とは「利用の多さ」。単に利用者数ではなく，ターゲットとした層の利用率。
「波及効果」「社会的便益」は，実際の利用がともなってはじめて生じる

 基本コンテンツ（系統（行先・経由），ダイヤ，乗降施設，車両）をどう磨き上げるか？
⇒お金を出す価値のある地域公共交通へ

（ここから岡村）

⇒「不便でも運賃が安いことで我慢してもらう」「財源があれば，それは割引の原資に」
は，基本コンテンツをあきらめた結果。

⇒「タダなら乗る」のは，「価値がない」と言っているのに等しい
（これと，低所得者支援策や子育て支援策と混同してはならない）

地域公共交通には「切り札」「万能薬」はない！ ただし「方程式」はある！

ホットなワード「交通空白解消」
 「交通空白（または不便）“地域”」とは限らない（時間帯、人の属性）

とても重要な事項。

ただし、「空白解消」が自己目的化する懸念。

地域・時間帯単位での「空白が解消」されること自体は、目的ではない。

さらに、その解消のための「手段の導入」が目的化されがちな懸念。

⇒明確化された「地域の目的」を達成するための手段としての「空白の解消」

となっているか？

⇒また手段が「適材適所」となっているか？
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昨年度に出したもの：プロデュース不在の地域公共交通の例

 「割引」の種類が妙に多い 高齢者割引，乗り継ぎ割引，妊婦割引，・・・・・・

 自治体運行バスで，経由する施設が妙に多い。「迂回区間」に限って利用者が僅少。

⇒目的、ターゲットが不明確なまま、ツギハギ的にサービスが付加されている。

⇒地域での「コストシェアリング」の考え方が希薄

⇒不断の改善がない、評価指標が不明確なため問題と認識されない。

 地域公共交通計画の目的のトップが「公共交通空白（不便）地域の解消（縮小）」である

 ターゲット（目的）の明確化の前に，導入する乗り物（手段）を検討する

 「施策リスト」の項目を増やして並べること自体を良しとしている（かのような）
首長・議員・町会長・・・が多い

⇒目的と手段が混同されている。

⇒利用との関係が不明確 （「利用者数民主主義」）に反している。

⇒「誰のための施策」かトンチンカン？
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 「こんな困っている人がいる」という「伝聞」をもとに，「ニーズ」を把握したつもりに
なっている

⇒「乗る載る詐欺」以前。自分のことの認識も難しいのに、他人のことが分かるのか？

⇒アンケート、ひざ詰め・・・。調査方法が不適切。

 会議で，「わたし意見を言う人，あなた質問に答える人」という関係性ができあがっ
ている

⇒参画型、自律型になっていない。一所懸命になっていない。

⇒「調整」と「合意形成」の場になりえていない。
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• いずれも，それぞれの人は良かれと思ってやっていることであろうが，ちぐはぐだったり，
目的に逆行していることに気づいていない。また，それを誰も指摘できない。

• 「基本コンテンツの充実」の替わりのショボい「アリバイ」の羅列となっている。
• 「交通と○○との連携」の美名のもと，公共交通の側が”貢がされている”（食い物にされている）。

⇒他の目的の達成ために（その目的が実現されているかも実は怪しい），地域公共交通のコン
テンツが弱体化している。担当者も，妥協のための「資源」として活用してしまう。

地域公共交通の「基本コンテンツ」を害するような提案・要望
（ただし，言った本人は大真面目）を受けたらどうするか？

協議会等の活用，地域公共交通計画等での明確な目標設定は当然として

 専門性
そもそも，何が「基本コンテンツ」かを理解
地域の需要とニーズを理解
供給側のコスト意識や技術制約の理解

 コミュニケーション 対：地域住民／利用者
 「聞き出す」「しゃべらせる」「考えさせる」スキル：場づくりのスキル．

 調整 首長，議員，住民代表，事業者
各ステークホルダーの役割や関係性を熟知
理論的な説明のスキル
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プロデューサースキルが求められる場面の例←誰もが「プロデューサーマインド」を持つ

討論会（になるかな）：こんなとき、あなたはどう考えますか？

（1）ある地域の公共交通に、「利用促進」の予算がなぜか付いてしまった。

たとえば以下は行うべきでしょうか？

行うべき（または行うべきでない）としたら、どんなケースでしょうか。

効果的にするには、どんな知恵が必要でしょうか？

お試し利用チケットを配る

MaaSアプリをつくる

公共交通無料Day

他に、「こんなものはいい」というものはありますか？

この一連の講義で出てきたフレーズや考え方を使って、考えてみましょう。
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討論会（になるかな）：こんなとき、あなたはどう考えますか？

（2）市長がかわって、「コミュニティバスの高齢者無料化」を提案された。

これは行うべきでしょうか？

行うべき（または行うべきでない）としたら、どんなケースでしょうか。

どんな検討をしたらいいでしょうか。

代替案はあるでしょうか？

この一連の講義で出てきたフレーズや考え方を使って、考えてみましょう。
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討論会（になるかな）：こんなとき、あなたはどう考えますか？

（3）（某自治体担当者の声）

運転手不足で、利用者は減っていないのに減便を検討せざるを得ません。

お金は（そこそこ）あります。どんな積極策を打てますか？

どのようなプロセスで検討したらいいでしょうか？

「形から入るな」は鉄則だけど、そもそも「形」になるものはあるの？

この一連の講義で出てきたフレーズや考え方を使って、考えてみましょう。
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以下、まとめに代えて、これまでの講義資料をピックアップ
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それぞれ、なぜ
間違いかを説明
してみましょう
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迷ったら、
ここに戻る！(1)
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結局は、
多くの利用が
あること！
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迷ったら、
ここに戻る！(2)
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